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指導の重要項目★

＜学年のスローガン＞

学校スローガン⇒

　学級、学年、委員会、部活等、
集団の中で、マナーの理解を深
め、積極的に実践できるよう指導
支援していきます。

   昨年に引き続き、リーダーの育
成を含めたリーダーシップの育成
を重点項目とし継続します。行事
以外も、日々の生活の中で、意識
して指導・支援していきます。

＜★マナーの向上＞

　先日の地区大会では、団体戦として卓球部女子と野球部が県大会出場を決めました。敗者復活戦から、最後まであき
らめずみんなでつかんだ野球部の勝利は見事でした。また、卓球部女子に関しては、団体戦での県大会出場は久しぶり
のことです。毎年毎年、地道な練習をし、よき伝統を築き上げてきた先輩達、８年間地道に指導し続けた卓球部顧問、
そして素晴らしい結果を収めた現卓球部員に一言、おめでとう、そして、ありがとうございました。個人で県大会出場
を決めた生徒も惜しくも負けてしまった生徒もそれぞれに成長を感じられる大会となりました。保護者の皆様の支援、
応援も力になりました。感謝申し上げます。

＜★リーダーシップの育成＞

＜小中一貫教育について＞

主な具体策
・自主学習の指導・支援
・学習プリントコーナーの充実
・朝学の工夫
・授業における思考の活性化

　音楽でハーモニーを奏で
るためには、一人一人が、
周りの人の声に耳を澄ま
せ、お互いの音を聴き合
い、そして心を一つにする
ことが重要です。２年生の
生徒たちが、自分を尊重
し、そしてお互いを思いや
り、温かなハーモニーが奏
でられるような素敵な学年
になるように努力していき
ます。

２　年

＜令和４年度　学校経営方針（概要）＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１学年主任

　 「和」には、争いごとがなく
穏やかにまとまる。互いに相
手を大切にし、協力し合う関
係にあるという意味がありま
す。他の小学校から来た仲
間、先輩等、様々な人たち
と生活していく中で、また、卒
業後はより多くの人たちと関
わりながら生きていく中で、互
いに相手を認め合いながら
自分自身を成長させていこう
という目標の気持ちを込め
て、この言葉を掲げました。

栃南中ブロック（四小、南小、南中）
○重点目標
自ら考え、共に学び、自信をもって表
現できる子の育成
○推進組織
3校の校長・教頭・教務主任をメン
バーとする推進委員会を核として、各
部会を設置し推進していきます。
・児童生徒指導部会・学習指導部会
・特別支援教育部会・養護教諭部会
・事務職員部会・学校運営部会

２学年主任

＜★学力向上＞

　これは、京都にあ
る大徳寺大仙院の閑
栖（かんす）である
尾関宗園先生のお言
葉です。「人生とは
毎日が訓練である。
…今頑張らずにいつ
頑張る。」生徒たち
が、目標に向かって
一日一日を「完全燃
焼」し、笑顔と感動
の中学校生活を送れ
るよう全力でサポー
トしていきます。

1　年 ３　年

３学年主任

令和４年５月２０日 ５月号

文責 岩瀬

学校教育目標
自ら考え

学習する生徒

本校の主

な取組

今年度の

重点項目

リーダーシップ：目標を設定して、組織をその方向へ導いていく能力

リーダーシップの要素：発想力、判断力、行動力、コミュニケーション能力、誠実さ、寛容性等

重点：コミュニケーション能力の育成

・自分の考えを相手にわかりやすく伝える。 ・相手の立場に立って考え会話できる。

リーダーシップの育成

○学校行事の充実

・生徒の主体的活動

○ボランティア活動の推進

・委員会活動等での
推進

・学校支援ボランティア

の充実

○健康・体調管理
・う歯の治療

・手洗い、手指消毒

○思考を止めない授業の展開

・ねらいの明確化

・思考を活性化する課題の

工夫

・個に応じた指導・支援の
工夫

○自主学習の推進

・タブレットの活用

（eライブラリ、メグビッﾄ等）
・学習プリントの準備

・朝学の工夫

○道徳教育の充実

・道徳の授業の工夫・改善

・マナーの向上

〇問題行動等への対応
・適応指導教室等、関係機

関との連携・推進

・保護者と指導方針の共有

〇基本的生活習慣の確立
・あいさつの推進

・時と場に応じた言葉遣い

心の豊かな生徒

正しいことをやりとげる生徒

健康で

たくましい生徒

【方針】 認めて誉めて励まして信じて待って見届ける

問題行動等への組織的対応特別支援教育の視点に立った指導・支援生徒と教師の信頼関係構築
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＊県大会は、６／３（金）から、各会場で実施されます。

＜第1回　学校運営協議会開催＞
生
徒

＜生徒総会＞

生徒会旗

岩瀨　明雄

江田　喜久雄　 民生委員

　私は今回、団体戦と個人戦で県大会に出場することができ、
とてもうれしいです。県大会出場が決まった時、初めに思ったこ
とは、仲間への感謝です。試合中に仲間が必死に励まし、応
援してくれました。そんな仲間に感謝し、自分の技術と精神力を
高め、県大会でも活躍できるよう頑張りたいです。

卓球男子

新

委員名（敬称略）　

鈴木　和良 　　

下枝　順子　 　

伊澤　賢一　　 

荒井　美智子　 

髙岩　利夫 　　

小林　勇夫 　　

＜令和４年度　学校運営協議会メンバー＞

団体：１回戦敗退

1年女子  １00ｍ　第3位　＊＊＊＊★

団体：３位★　

1回戦　対小山中　４８－４６

剣道男子 団体：予選リーグ敗退　　

陸上競技

２回戦　対岩舟中 　０－１　　２回戦敗退　
サッカー

2回戦　対南犬飼中　敗退

高山　真由実　

会長

団体：準優勝　　個人:＊＊＊＊

１回戦　対小山中　　４：１　　

＜学体連栃木支部親善大会入賞結果＞（４月に実施）

準優勝

＜学体連下都賀地区春季大会結果＞（５月13～15日実施）

卓球女子
女子バスケ

対大平南中０－２　　　　

アシストネット地域CO

役職等対岩舟・皆川中１１：４　勝ち　　

生徒会スローガン　　「前主皆創」
　　前：前向き、ポジティブな気持ちをもつこと
　　主：自主性・主体性のある行動を目指すこと
　　皆：生徒全員で一丸となって協力すること
　　創：よりよい学校を創りあげること

学識経験者

校長
新 PTA副会長

1年男子1500ｍ 　第6位　：＊＊＊＊

＜県大会出場を決め　卓球部部長：＊＊＊＊＞

＜歯科検診・ブラッシング指導＞

個人：ベスト8 　3年 ＊＊＊＊★

PTA会長

主任児童員

PTA副会長

学識経験者

１回戦　対間々田中１－０　　

★は県大会出場。個人戦は、入賞者のみの記載です。

剣道女子 団体：出場なし

女子バスケ

２回戦　対南犬飼中　０：３　　ベスト８

敗者復活戦　下記結果により　　第7位★　　　　
対東陽中　　　   ２：５　負け　　

野球

バレー女子
対石橋中　 ０－２　　予選リーグ敗退　　

　今回の地区大会は、全部で5試合やりました。どの試合も接
戦でとてもよい試合でした。チームのみんなと力を合わせて勝つ
ことができてよかったです。県大会は、下都賀地区代表としても
出場するので、チーム一丸となって、礼儀正しくしっかりした態度
で臨み、最後まで諦めることなく精一杯頑張ってきます。そして
県大会を楽しみたいです。

＜県大会出場を決め　野球部部長：＊＊＊＊＞

　　　ベスト16   3年 ＊＊＊＊★

卓球女子

　第１回学校運営協議会を５／１８に開催しました。令和４年度
の学校経営方針等について、承認を頂きました。下枝会長と
伊澤副会長からは、「子ども達のためにサポートとして、できるこ
とをやっていきたい。」という力強い挨拶を頂きました。委員の方
から「伝える力、相手の立場で考える力の育成は重要である。
教職員にも徹底していけるようご指導頂きたい。」「学校支援ボ
ランティアの活動については先進的な活動をしているので継続
を。」

「PTAとして何かできることがあれば言って頂きたい。新しい形を探し
て学校に協力していきたい。」などの意見が出されました。和気
藹々の雰囲気の中で、本校の生徒のために多くの意見を出して頂
き、今年度も学校運営に対して支援・協力が得られることは、心強
く、そして嬉しく思いました。1年間よろしくお願いいたします。

　  ４／２８（木）、歯科検診を実施しました。毎年、須賀歯科医院
の歯科衛生士の方々にも来て頂き、歯科検診直後に、ブラッシン
グ指導を行って頂いています。今回は、7名の歯科衛生士の皆様
で対応して頂きました。その時に使用する歯ブラシは、毎年、須賀
先生から寄贈されます。

　 ５／６（金）、令和４年度の生徒総会を実施しました。生徒会役
員、各専門委員会委員長より、今年度の活動計画等についての
説明がありましたが、内容、態度とも立派でした。専門委員会、部
活動、各クラス等、それぞれの集団の中で、生徒会のスローガンを
念頭に置き、自分のため、みんなのために行動し、「見よや栃木の
南中」（校歌の歌詞）と誇れる学校にしていきたいと思います。

副会長

ー生徒の感想ー


